
2022年度 研究実績報告書

京都大学 iPS 細胞研究所

上廣倫理研究部門     

二
〇
二
二
年
度　

研
究
実
績
報
告
書 

京
都
大
学 
i
P
S
細
胞
研
究
所 　

上
廣
倫
理
研
究
部
門



 

 
 

- 1 - 

 

目 次 

 
1.   ははじじめめにに ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 3 
 
2.   概概要要 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 4 

(ア)  理念 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 4 
(イ)  沿革 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 4 
(ウ)  部門員プロフィール ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 9 

 
3.   ププロロジジェェククトト ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 13 

(ア)  研究活動 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 13 
1)  ゲノム編集技術に関する一般市民と研究者の意識調査 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 13 
2)  再生医療等安全性確保法の課題整理 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 15 
3)  配慮の必要なヒトの組織研究に伴う倫理的課題の検討 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 16 
4)  先端医科学領域における行政・法人等の役割に関する研究 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 17 
5)  先端医科学領域における規制や政策のあり方についての研究活動 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 18 
6)  社会の信頼に基づく再生医療／幹細胞研究の実施体制・ 

支援体制の構築に資する要素の解明 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 18 
(イ)  アウトリーチ活動 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 20 

1)  京都府「未来の担い手育成プログラム」への協力 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 20 
2)  サイエンスカフェ伊丹への参加 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 20 
3)  「京都大学アカデミックデイ 2022」への出展 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 21 

(ウ)  研究倫理支援 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 23 
1)  CiRA における研究倫理支援体制の強化 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 23 
2)  学内外の倫理審査委員会における活動 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 25 

(エ)  教育・人材育成 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 26 
1)  若手研究者・大学院生・学部生向け ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 26 
2)  研究者・専門家向け ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 28 
 

4.   CiRA ににおおけけるる各各種種取取りり組組みみへへのの参参画画 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ30 
(ア)  CiRA Newsletter「倫理の窓から」 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 30 
(イ)  CiRA リトリート ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 30 
(ウ)  CiRA プログレス・セミナー ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 32 

 
5.   研研究究・・教教育育実実績績等等一一覧覧  ················································································································  34 

(ア)  研究業績 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 34 

− 1 −



 

 
 

- 2 - 

(イ)  社会貢献 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 43 
(ウ)  教育・講演活動 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 47 
(エ)  マスコミ記事等 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ 53 

 

6. 巻巻末末資資料料 ꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏꞏ55 

− 2 −



- 3 -

ははじじめめにに

2022 年度は上廣倫理研究部門にとって二期目の 5 年が終わる年にあたる。

その大半は新型コロナウイルスの流行による影響を受けたが、在宅勤務やオ

ンライン会議の増加によって、却って論文執筆に専念することができ、遠方

に住む人々とも画面越しでの対話をする機会が増えた。さまざまな制限はあ

ったが、こうした経験が研究者としての地力をつけることへとつながったの

ではないか。実際、第二期の 5 年間を通じて、研究成果の発信や共同研究の

実施、アウトリーチ活動等といった研究活動にも、バーチャルな広がりが生

まれたように感じる。

特に嬉しかったのは、2022 年度はこのバーチャルな広がりを直接体験でき

るようになったことである。三成研では部門初の外国人研究員としてブルガ

リアから Hristina Gaydarska、バングラデシュから Shibly Shahrier（秋より英国

Teesside University International Business School の助教に栄転）を迎え、Aviad 
Raz 教授が京都に短期滞在したことを契機に、イスラエルとの国際共同研究

が始まった。シンガポールからは Julian Savulescu 教授が、オーストラリアか

らは Christopher Gyngell 博士が来日し、オンサイトの講演会で生命倫理学者や

科学者らと活発な議論を行った。研究室では英語が飛び交い、部門員が海外

出張に飛び回る日々も戻りつつある。

iPS 細胞技術を用いる研究の中には、その急速な発展ゆえに明確なルールが

ない、あるいはあっても国毎に異なるものが少なくない。そうした状況下で、

研究を止めるのではなく、適切に推進していくためには、国際動向を踏まえ

た幅広い視野で生命倫理学を研究する人材が不可欠である。当部門がそうし

た人材育成の拠点となるよう、一同これからも一層精進していく所存である。

上廣倫理財団をはじめ、皆様からの変わらないご支援に心より感謝しつつ、

ここに 2022 年度における上廣倫理研究部門の取り組みのご報告とさせていた

だく。

2023 年 3 月

京都大学 iPS 細胞研究所

上廣倫理研究部門を代表して

藤田みさお

− 3 −



- 4 -

概概要要

アア 理理念念

京都大学 iPS 細胞研究所（Center for iPS Cell Research and Application：以下

CiRA）の一部門としての役割を明確に認識しながら、独立した研究者として

も、研究チームとしても以下を実現できる専門家からなる、生命倫理学の国

際的な研究・教育拠点となることを目指す。

1. iPS 細胞の倫理的課題について、事実やデータに立脚した建設的な議論を

すること、また、建設的な議論に役立つデータを継続的に出すこと

2. 政策や法規制の評価や課題の明確化を行い、関連省庁へ提言をすること

3. iPS 細胞の倫理的課題に関する研究成果を国際的に発信すること、また、

国際動向を踏まえた幅広い視野で研究ができる研究者を輩出すること

4. iPS 細胞の倫理的課題について一般の方に広く紹介し、関心をもって考え

ていただく機会を提供すること 
5. 一般の方、研究者、行政、メディア等から寄せられる iPS 細胞の倫理的

課題に関する問い合わせに答えること

イイ 沿沿革革

名称： 京都大学 iPS 細胞研究所 上廣倫理研究部門

所在地： 京都市左京区聖護院川原町 53
iPS 細胞研究所 第 1 研究棟 413 号室

電話： 075-366-7194
FAX： 075-366-7195
開設年月日： 2013 年 4 月 1 日

構成： 特定教授 1名、特定准教授 1名、特定研究員 6名、大学院

生 1 名、特定職員 1 名、事務補佐員 1 名、派遣職員 2 名

（2023 年 3 月 31 日現在）

※うち上廣寄附金での雇用：特定教授 1名、特定准教授 1
名、特定研究員 4 名、事務補佐員 1 名、派遣職員 2 名
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2013 年 4 月 1 日

• 公益財団法人上廣倫理財団からのご寄付により、京都大学 iPS 細胞

研究所内に上廣倫理研究部門を設置

• 八代嘉美特定准教授、桑原絵美事務補佐員着任

2013 年 5 月 1 日

• 藤田みさお特定准教授着任、上廣倫理研究部門・部門長に就任

2013 年 6 月 1 日

• 鈴木美香特定研究員着任

2013 年 7 月 26 日

• 設立記念シンポジウム開催

2013 年 10 月

• CiRA Newsletter にてコラム「倫理の窓から見た iPS 細胞」連載開始

2013 年 12 月 27 日

• ホームページ開設

2014 年 4 月 1 日

• 八田太一特定研究員着任

2014 年 8 月 28 日-29 日

• 上廣・カーネギー・オックスフォード倫理会議、公開シンポジウム

開催

2014 年 10 月 1 日

• 澤井努特定研究員着任

2014 年 12 月 31 日

• 桑原絵美事務補佐員退職

2015 年 1 月 1 日

• 谷川美樹事務補佐員着任

2015 年 4 月 1 日

• 柏原英則特定研究員着任

2015 年 4 月 25 日

• 研究部門が iPS 細胞研究所第 2 研究棟 103 号室に移転

2015 年 9 月 1 日

• 中川千種特定研究員着任

2016 年 2 月 10 日

• 第 1 回上廣倫理研究部門年次報告会

「iPS 細胞とともに歩む生命倫理」開催

2016 年 3 月 31 日

• 柏原英則特定研究員転出（広島大学）

2017 年 5 月 25 日-26 日

• 上廣・カーネギー・オックスフォード倫理会議 2017 開催
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概概要要

アア 理理念念

京都大学 iPS 細胞研究所（Center for iPS Cell Research and Application：以下

CiRA）の一部門としての役割を明確に認識しながら、独立した研究者として

も、研究チームとしても以下を実現できる専門家からなる、生命倫理学の国

際的な研究・教育拠点となることを目指す。

1. iPS 細胞の倫理的課題について、事実やデータに立脚した建設的な議論を

すること、また、建設的な議論に役立つデータを継続的に出すこと

2. 政策や法規制の評価や課題の明確化を行い、関連省庁へ提言をすること

3. iPS 細胞の倫理的課題に関する研究成果を国際的に発信すること、また、

国際動向を踏まえた幅広い視野で研究ができる研究者を輩出すること

4. iPS 細胞の倫理的課題について一般の方に広く紹介し、関心をもって考え

ていただく機会を提供すること 
5. 一般の方、研究者、行政、メディア等から寄せられる iPS 細胞の倫理的

課題に関する問い合わせに答えること

イイ 沿沿革革

名称： 京都大学 iPS 細胞研究所 上廣倫理研究部門

所在地： 京都市左京区聖護院川原町 53
iPS 細胞研究所 第 1 研究棟 413 号室

電話： 075-366-7194
FAX： 075-366-7195
開設年月日： 2013 年 4 月 1 日

構成： 特定教授 1名、特定准教授 1名、特定研究員 6名、大学院

生 1 名、特定職員 1 名、事務補佐員 1 名、派遣職員 2 名

（2023 年 3 月 31 日現在）

※うち上廣寄附金での雇用：特定教授 1名、特定准教授 1
名、特定研究員 4 名、事務補佐員 1 名、派遣職員 2 名
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2017 年 7 月 1 日

• 三成寿作特定准教授着任

2017 年 10 月 2 日

• 上廣倫理財団設立 30 周年記念出版「科学知と人文知の接点」シンポ

ジウム「社会とともに考える iPS 細胞研究と生命倫理」開催

2017 年 10 月 15 日

• 「科学知と人文知の接点」出版

2018 年 3 月 31 日

• 八代嘉美准教授転出（神奈川県立保健福祉大学）

• 中川千種特定研究員異動（京都大学総合博物館）

2018 年 4 月 1 日

• 藤田みさおが特定教授、八田太一、澤井努が特定助教に昇進

• 田渕敬一准教授（医療応用推進室）が部門統括監督者に就任

2018 年 8 月 1 日

• 笠間絹子事務補佐員着任

2018 年 9 月 1 日

• 赤塚京子特定研究員着任

2019 年 2 月 1 日

• 藤田みさお特定教授が高等研究院ヒト生物学高等研究拠点特定教授

を兼任

2019 年 7 月 1 日

• 澤井努特定助教異動（高等研究院ヒト生物学高等研究拠点、当部門

受入教員）

2019 年 4 月 1 日

• 高嶋佳代特定研究員着任

2019 年 12 月 23 日

• 研究部門が iPS 細胞研究所第 1 研究棟 413 号室に移転

2020 年 4 月１日

• 井出和希特定助教着任

• 及川正範特定研究員着任

• 奥井剛特定研究員（高等研究院ヒト生物学高等研究拠点、当部門受

入研究員）着任

• 橋本茜（本学医学研究科医学専攻 博士課程）受入開始

2020 年 6 月 30 日

• 田渕敬一准教授転出（文部科学省研究開発局）

2020 年 7 月 1 日

• 南真祐准教授（所長室付）が部門統括監督者に就任
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2020 年 12 月 1 日

• 鈴木美香特定研究員が医療応用推進室・倫理グループ（兼務）に着

任 
2021 年 3 月 31 日

• 八田太一特定助教転出（静岡社会健康医学大学院大学）

• 井出和希特定助教転出（大阪大学感染症総合教育研究拠点）

2021 年 7 月 1 日

• 桐山彩子特定職員（三成・厚労行政推進調査事業プロジェクト雇用）

着任

2021 年 9 月 1 日

• 片岡雅知特定研究員（高等研究院ヒト生物学高等研究拠点特定研究

員・澤井・AMED プロジェクト雇用）着任

2021 年 11 月 1 日

• 今井安里紗派遣職員着任

2022 年 2 月 17 日

• 東悠司派遣職員（三成・JST プロジェクト雇用）着任

2022 年 2 月 28 日

• 片岡雅知特定研究員（高等研究院ヒト生物学高等研究拠点特定研究

員・澤井・AMED プロジェクト雇用）退職

2022 年 3 月 31 日

• 澤井努特定助教転出（広島大学）

• 及川正範特定研究員異動（高等研究院ヒト生物学高等研究拠点、当部

門受入研究員）

• 今井安里紗派遣職員退職

2022 年 4 月 1 日

•   Shibly Shahrier 特定研究員着任 
2022 年 5 月 1 日

•   Hristina Gaydarska 特定研究員着任 
2022 年 7 月 25 日

•   滿野周子派遣職員着任 
2022 年 8 月 31 日

•   谷川美樹特定職員退職 
2022 年 10 月 31 日

•   Shibly Shahrier 特定研究員退職 
2022 年 12 月 26 日

•   派遣職員１名着任 
2022 年 12 月 31 日

•   桐山彩子特定職員（三成・厚労行政推進調査事業プロジェクト雇用）  
退職
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2017 年 7 月 1 日

• 三成寿作特定准教授着任

2017 年 10 月 2 日

• 上廣倫理財団設立 30 周年記念出版「科学知と人文知の接点」シンポ

ジウム「社会とともに考える iPS 細胞研究と生命倫理」開催

2017 年 10 月 15 日

• 「科学知と人文知の接点」出版

2018 年 3 月 31 日

• 八代嘉美准教授転出（神奈川県立保健福祉大学）

• 中川千種特定研究員異動（京都大学総合博物館）

2018 年 4 月 1 日

• 藤田みさおが特定教授、八田太一、澤井努が特定助教に昇進

• 田渕敬一准教授（医療応用推進室）が部門統括監督者に就任

2018 年 8 月 1 日

• 笠間絹子事務補佐員着任

2018 年 9 月 1 日

• 赤塚京子特定研究員着任

2019 年 2 月 1 日

• 藤田みさお特定教授が高等研究院ヒト生物学高等研究拠点特定教授

を兼任

2019 年 7 月 1 日

• 澤井努特定助教異動（高等研究院ヒト生物学高等研究拠点、当部門

受入教員）

2019 年 4 月 1 日

• 高嶋佳代特定研究員着任

2019 年 12 月 23 日

• 研究部門が iPS 細胞研究所第 1 研究棟 413 号室に移転

2020 年 4 月１日

• 井出和希特定助教着任

• 及川正範特定研究員着任

• 奥井剛特定研究員（高等研究院ヒト生物学高等研究拠点、当部門受

入研究員）着任

• 橋本茜（本学医学研究科医学専攻 博士課程）受入開始

2020 年 6 月 30 日

• 田渕敬一准教授転出（文部科学省研究開発局）

2020 年 7 月 1 日

• 南真祐准教授（所長室付）が部門統括監督者に就任
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2023 年 1 月 5 日

•   可貴悠子派遣職員着任 
2023 年 1 月 31 日

•   滿野周子派遣職員退職 
2023 年 2 月 1 日

•   黒田雅子特定職員（三成・厚労行政推進調査事業プロジェクト雇用）  
着任 

2023 年 3 月 31 日

•   東悠司派遣職員（三成・JST プロジェクト雇用）退職 
•   可貴悠子派遣職員退職 
•   派遣職員１名退職 
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ウウ 部部門門員員ププロロフフィィーールル（（ 年年 月月 日日現現在在））

  
藤田みさお 特定教授

1969 年東京都生まれ。筑波大学第二学群人間学類卒業。帯津三敬

病院、日本大学医学部附属板橋病院心療内科等で臨床心理士として

勤務・研修後、2006 年京都大学大学院医学研究科社会健康医学系

専攻博士課程修了。博士（社会健康医学）。2004 年より東京大学大

学院医学系研究科医療倫理学分野、特任研究員、特任助教、助教を

経て、2013 年に当部門に着任、2018 年 4 月より現職。2019 年 2 月

より高等研究院ヒト生物学高等研究拠点（ASHBi）特定教授を兼任。

三成寿作 特定准教授

1982 年福岡県生まれ。北九州市立大学国際環境工学部卒業、北九

州市立大学大学院国際環境工学研究科環境工学専攻修了。博士

（工学）。京都大学人文科学研究所（2010 年）、大阪大学大学院

医学系研究科（2012 年）、日本医療研究開発機構バイオバンク

事業部（2015 年）等を経て、2017 年 7 月より現職。

鈴木美香 特定研究員

1998 年弘前大学理学部生物学科（分子生物学専攻）卒業。同年、

理化学研究所入所。2004 年～2006 年同研究所研究倫理課所属。

理化学研究所在籍中に京都大学大学院医学研究科社会健康医学系

専攻（臨床研究コーディネータコース）に進学し、2008 年専門職

学位課程修了（社会健康医学修士、臨床研究専門職）。2013年 6月
より現職。2020年 12月より医療応用推進室・倫理グループ兼務。

赤塚京子 特定研究員

2010 年立命館アジア太平洋大学アジア太平洋学部卒業。2017 年

京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課程修了。博士（人

間・環境学）。京都府立医科大学博士研究員を経て、2018 年 9 月

より現職。
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2023 年 1 月 5 日

•   可貴悠子派遣職員着任 
2023 年 1 月 31 日

•   滿野周子派遣職員退職 
2023 年 2 月 1 日

•   黒田雅子特定職員（三成・厚労行政推進調査事業プロジェクト雇用）  
着任 

2023 年 3 月 31 日

•   東悠司派遣職員（三成・JST プロジェクト雇用）退職 
•   可貴悠子派遣職員退職 
•   派遣職員１名退職 
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高嶋佳代 特定研究員

2006 年慶應義塾大学卒業。2008 年英 Kent 大学法学部修士課程

修了。法学修士（LL.M. in Medical Law and Ethics）。三井記念病

院（看護師）、英国 Richmond Pharmacology Ltd（第一相試験の

Study manager）、慶應義塾大学医学部クリニカルリサーチセンタ

ー、東京大学医科学研究所公共政策研究分野を経て 2019 年 4 月

より現職。

Hristina Gaydarska, Program-specific researcher 特定研究員

I come from Bulgaria. I received Ph.D. in Public Policy from the 
National Graduate Institute for Policy Study in Tokyo (GRIPS) in 
2019. After working at GRIPS, Tokyo as a part-time research assistant, 
I worked at the Research Institute for Economics and Business 
Administration, Kobe University. I joined CiRA in May 2022.

Shibly Shahrier  Program-specific researcher 特定研究員

 I am from Bangladesh. I completed a Ph.D. in Economics in 2018 
from Kochi University of Technology (KUT) in Kochi, Japan. I 
obtained the president’s award (Sakuma award) for excellence in my 
Ph.D. dissertation. I did my postdoc at the Research Institute for 
Humanity and Nature (RIHN) in Kyoto and worked as an assistant 
professor of economicsat BRAC University in Bangladesh before 
joining CiRA in April 2022.

及川正範 特定研究員（ASHBi 雇用）

2002 年同志社大学文学部卒業、東京大学大学院医学系研究科社

会医学専攻修了。博士（医学）。民間企業勤務、東京大学大学院

医学系研究科医療倫理学分野特任研究員、オックスフォード大

学哲学科ウエヒロ応用倫理研究センター留学（Oxford Uehiro St 
Cross Scholarship）等を経て、2020 年 4 月に当部門特定研究員に

着任、2022 年 4 月より当部門受入研究員及び ASHBi 特定研究

員。
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奥井剛 特定研究員（ASHBi 雇用）

2007 年ニューヨーク州立大学アルバニー校卒業（Double Major 
in Economics & Sociology）。民間企業勤務後、2014 年に京都大学

大学院総合生存学館入学（総合学術・哲学専攻）。2019 年同大

学院研究指導認定退学、同大学非常勤研究員を経て、2020 年 4
月より高等研究院ヒト生物学高等研究拠点（ASHBi）特定研究

員、当部門受入研究員。2021 年 3 月に博士（総合学術）取得。

橋本茜 大学院生（医学研究科医学専攻 博士課程）

 

南真祐 准教授（医療応用推進室 倫理グループ）
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高嶋佳代 特定研究員

2006 年慶應義塾大学卒業。2008 年英 Kent 大学法学部修士課程

修了。法学修士（LL.M. in Medical Law and Ethics）。三井記念病

院（看護師）、英国 Richmond Pharmacology Ltd（第一相試験の

Study manager）、慶應義塾大学医学部クリニカルリサーチセンタ

ー、東京大学医科学研究所公共政策研究分野を経て 2019 年 4 月

より現職。

Hristina Gaydarska, Program-specific researcher 特定研究員

I come from Bulgaria. I received Ph.D. in Public Policy from the 
National Graduate Institute for Policy Study in Tokyo (GRIPS) in 
2019. After working at GRIPS, Tokyo as a part-time research assistant, 
I worked at the Research Institute for Economics and Business 
Administration, Kobe University. I joined CiRA in May 2022.

Shibly Shahrier  Program-specific researcher 特定研究員

 I am from Bangladesh. I completed a Ph.D. in Economics in 2018 
from Kochi University of Technology (KUT) in Kochi, Japan. I 
obtained the president’s award (Sakuma award) for excellence in my 
Ph.D. dissertation. I did my postdoc at the Research Institute for 
Humanity and Nature (RIHN) in Kyoto and worked as an assistant 
professor of economicsat BRAC University in Bangladesh before 
joining CiRA in April 2022.

及川正範 特定研究員（ASHBi 雇用）

2002 年同志社大学文学部卒業、東京大学大学院医学系研究科社

会医学専攻修了。博士（医学）。民間企業勤務、東京大学大学院

医学系研究科医療倫理学分野特任研究員、オックスフォード大

学哲学科ウエヒロ応用倫理研究センター留学（Oxford Uehiro St 
Cross Scholarship）等を経て、2020 年 4 月に当部門特定研究員に

着任、2022 年 4 月より当部門受入研究員及び ASHBi 特定研究

員。
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【事務スタッフ】

谷川美樹 特定職員

笠間絹子 事務補佐員（2022 年 12 月 31 日まで）

滿野周子 派遣職員

可貴悠子 派遣職員

他１名 派遣職員

【研究支援スタッフ】

桐山彩子 特定職員（三成・厚労行政推進調査事業プロジェクト雇用）

黒田雅子 特定職員（三成・厚労行政推進調査事業プロジェクト雇用）

笠間絹子 事務補佐員

（三成・厚労行政推進調査事業プロジェクト雇用 2023 年 1 月 1 日～）

東悠司 派遣職員（三成・JST プロジェクト雇用）

【ASHBi スタッフ】

大杉  綾  非常勤研究員

藤原優輝 技術補佐員
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ププロロジジェェククトト
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積極的に取り組んでおり、以下では、上記 4 つについてその概況を記す。
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ゲゲノノムム編編集集技技術術にに関関すするる一一般般市市民民とと研研究究者者のの意意識識調調査査  
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つ。この特徴により、体細胞や生殖細胞系列等、人を対象とするゲノム編集の

研究や臨床応用への期待が高まっている。しかし、特にヒト生殖細胞系列（精

子や卵子等の生殖細胞、受精卵）へのゲノム編集に対しては多くの倫理的課題

が指摘されており、国内外で当該技術を用いた研究や臨床応用に関する規制の

在り方が議論されている。
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2022年 3月現在、日本では、「ヒト受精胚に遺伝情報改変技術等を用いる研究

に関する倫理指針」のもと、生殖補助医療研究や遺伝性・先天性疾患研究を目

的とした基礎研究の範囲であれば、ヒト受精卵へのゲノム編集が容認されてい

る。2021 年の当該指針の改定に伴い、それまで容認されていた生殖補助医療研

究に加え、遺伝性・先天性疾患研究が研究目的として容認され、生殖補助医療

研究に関しては、不妊治療で不要となった余剰胚だけでなく、新規で作製する

研究胚の利用も容認されることとなった（遺伝性・先天性疾患研究については、

現在は余剰胚のみ利用可能である）。

このように、基礎研究を目的としたゲノム編集の利用は一定の条件下で認め

られているものの、ゲノム編集した受精卵を子宮に移植するような臨床応用に

ついては依然として禁止されている。ただし、2018 年に中国でゲノム編集を施

した受精卵から双子の女児が誕生した一件のように、今後、不妊治療、遺伝性

疾患や難病等の根本治療、さらに子孫への重篤な疾患の遺伝回避を目的とした

臨床応用としてのヒト生殖細胞系列へのゲノム編集が実施される可能性は考え

られる。したがって、ゲノム編集技術の利用をどの程度認めるかについては、

早い段階から慎重に検討していく必要がある。

かねてより、国際幹細胞学会（International Society for Stem Cell Research : 
ISSCR）や米国医学アカデミー（National Academy of Medicine: NAM）、英国ナ

フィールド生命倫理評議会等の学術団体は、人を対象とするゲノム編集に関し

て、多様な利害関係者を交えて議論する重要性を指摘してきた。日本において

も、科学者のみならず、一般市民をはじめさまざまな利害関係者から、意見を

収集し、政策決定へと反映していくことが求められている。

既に、国内の一般市民や患者を対象に、誕生する子供の疾患治療を目的とし

たヒト受精卵へのゲノム編集に関する意識調査は実施されているが、今後、政

策議論を進めていく上で十分なデータがあるとは言い難い状況である。

当部門では 2019 年 5 月に、日本の一般市民や研究者が、研究や臨床応用を目

的としたヒトの生殖細胞系列（生殖細胞や受精卵）や体細胞へのゲノム編集に

対してどのような考え方を有しているのか、どのような期待や懸念を抱いてい

るのかを把握するために、一般市民約 4,000 名と日本ゲノム編集学会に所属す

る研究者約 100 名を対象にインターネットを用いた質問紙調査を実施した。

その結果、研究、医療の目的の違いにかかわらず、研究者よりも一般市民の

方が、人を対象とするゲノム編集技術の利用に対して抵抗を抱いていることが

明らかとなった。また、一般市民、研究者に共通して、エンハンスメントやデ

ザイナー・ベビーにつながるゲノム編集の利用は支持されない傾向がみられ、

疾患の原因解明や治療法の開発に向けた技術利用が期待されていることがわか

ってきた。
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2022 年度は、調査データの分析や考察に関するディスカッションを踏まえ、

昨年度より執筆中の 2 本の論文の内容をブラッシュアップし、国際誌への投稿

準備を完了した。

２２ 再再生生医医療療等等安安全全性性確確保保法法のの課課題題整整理理 
科学的に未確立な細胞治療が研究ではなく治療として提供される実態が世界

中で問題視されており、規制のあり方についても議論されている。日本は 2014
年に「再生医療等の安全性の確保等に関する法律（以下、再生医療法）」を公

布し、2015年 11月に施行した。これによって、再生医療等を提供する者には、

同法が定める基準を満たした再生医療等認定委員会による審査、当該治療の提

供計画の届出、国が定めた形式での定期報告等が義務付けられている。そして、

国はその研究や治療の内容のみならず審査体制を含めた実態を把握することが

可能になった。「研究として実施する再生医療」については、2019年 4月施行の

再生医療法施行規則の改正により臨床研究法との整合性が図られた。一方、

「治療として実施する再生医療」（以下、細胞治療）については、再生医療法

施行後、未届けで細胞治療が提供された案件がいくつも発覚し、新聞やニュー

スを通して社会に知られるようになった。このように再生医療法に評価される

べき点はあるものの、未だ多数の課題が残されている。

特に、再生医療法の下で、自由診療として行われている「治療」の中には、

安全性・有効性が疑わしいものが含まれていることが問題視されて久しい。こ

うした治療には、患者が被る身体的・経済的リスクだけでなく、税制度を通じ

て国民が負担する財政的リスクもあるのではと考え、自由診療の再生医療に国

が支払う還付金の総額を試算した。その結果、2017年又は 2018年の還付金総額

は年間 1 億円～2,382 億円と推定された。国の予算に関わる社会の問題でもある

ため、国は治療の安全性･有効性の担保に責任を持ち、法改正も検討するよう

「Stem Cell Reports」で提言した。

また、再生医療法下で現在どのような治療が提供可能なのか、厚生労働省が

公開する各治療の説明文書を用いて調査した。2,377 医療機関による 3,467 件の

治療の中には、科学的エビデンスに乏しいものが含まれており、問題の背景に

は、研究開発から治療の実現に至るプロセスで重要となるコンセプトを明確に

規定していない再生医療法の構造的な課題があると「Cell Stem Cell」で論じた。

加えて、再生医療法の改正に向けて 2018 年度に発足した再生医療臨床研究促

進基盤整備事業（日本医療研究開発機構）、これを 2019 年より引き継いだ認定

再生医療等委員会の質向上事業（厚生労働省）において検討されている。当部

門では 2018年度より上記事業に参画し、2021年度は法改正に向けた議論に貢献

した。2022 年度はこのときにまとめた報告書を論文化し、第二種再生医療等提
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供計画のうち、約 25%は安全性が確認できる臨床研究論文を提供の科学的根拠

として引用していなかったこと、30%は治療対象疾患と医師の専門性が適合し

ていなかったこと、背景には公正な審査を期待できない企業－認定委員会－医

療機関の責務相反関係があること等を「Stem Cell Reports」で報告した。

 
配配慮慮のの必必要要ななヒヒトトのの組組織織研研究究にに伴伴うう倫倫理理的的課課題題のの検検討討  

ヒトの組織を用いる研究は、人体そのものを対象とする研究とは性質が異な

り、それに伴う固有の倫理・法・社会的課題がある。ヒト由来の組織のなかで

もとりわけ、胎児や死体に由来する組織を用いる研究や、ヒト胚モデルを作製

する研究の場合には、研究対象者の保護やインフォームド・コンセントの取得

過程等において特別に配慮すべき事項がある。当部門では、2020 年 1 月から胎

児組織の研究利用について、2021 年度からは死体由来組織の研究利用について、

2022 年度からはヒト胚モデル研究の倫理的課題について検討を開始した。

胎児組織の研究利用については、死亡した胎児を研究利用することの是非や、

提供者となる女性から同意を得るタイミング、その際に求められる配慮等、研

究の実施においては慎重に検討すべき倫理的課題が多いものの、現在、国内に

は胎児組織の研究利用に特化した法規制は存在しない。しかしながら、国によ

る統一したルールがないまま胎児組織の研究利用が既成事実化している現状が

あり、批判の声も上がっている。そこで、国内で胎児組織の提供を受けて研究

を実施する過程において、研究者、組織提供に関わる医療機関及び医療従事者、

施設内倫理審査委員会が検討又は遵守すべき事項を明確化することを本研究課

題の目的とした。

2022 年度は、これまでの調査及び議論を踏まえ、胎児組織の研究利用に関す

る原則を抽出したほか、研究者や医療機関、医療従事者、施設内倫理審査委員

会が参照しうる確認事項を含む倫理ガイドラインの素案を作成した。また、国

際幹細胞学会のタスクフォースに参画し、胎児組織の研究利用に関するインフ

ォームド・コンセント基準 ”Informed Consent Standard for Human Fetal Tissue 
Donation for Research” の作成に貢献した他、その日本語翻訳版を作成した。

死体由来組織に関しては、特に近年、遺伝子発現解析等のハイスループット

技術の発展に伴い、死後早期（死後直後～8 時間程度）の組織標本の重要性が

高まっている。海外では、臓器移植や死体解剖の残余組織等から得られる早期

死後組織を研究に用いる取り組みが進められているが、日本においては、臓器

移植法および死体解剖保存法等の関連法規制の解釈ないし運用上の問題がある

ため、実例は限られている。そこで本研究ではこうした法規制上の問題を整理

し倫理的な考察を行うことで、早期死体由来組織の研究利用の可能性を検討す

ることを目指している。

− 16 −



- 17 -

2022 年度は、病理解剖由来の早期死後組織の研究利用について、インフォー

ムド・コンセントや死の哲学、ステークホルダー・エンゲージメントの観点か

ら研究を進めた。また、迅速解剖を実施している国内 1 機関及び海外 5 機関か

らオンライン及び現地にて聞き取り調査を実施するとともに、迅速解剖の第一

人者である海外の有識者を招いてセミナーを開催した。さらに、市民にも開か

れた意見交換の場を設けるため、ウェブサイトを構築した。

iPS 細胞等の多能性幹細胞から直接ヒト胚を模倣するヒト胚モデルを作製す

る研究については、各国の法規制が研究の進展に追いついておらず、これをヒ

ト胚と規制する国としない国に対応が分かれている。日本では明確な規制がな
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- 16 -

供計画のうち、約 25%は安全性が確認できる臨床研究論文を提供の科学的根拠

として引用していなかったこと、30%は治療対象疾患と医師の専門性が適合し

ていなかったこと、背景には公正な審査を期待できない企業－認定委員会－医

療機関の責務相反関係があること等を「Stem Cell Reports」で報告した。

 
配配慮慮のの必必要要ななヒヒトトのの組組織織研研究究にに伴伴うう倫倫理理的的課課題題のの検検討討  
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り、それに伴う固有の倫理・法・社会的課題がある。ヒト由来の組織のなかで

もとりわけ、胎児や死体に由来する組織を用いる研究や、ヒト胚モデルを作製

する研究の場合には、研究対象者の保護やインフォームド・コンセントの取得

過程等において特別に配慮すべき事項がある。当部門では、2020 年 1 月から胎
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は胎児組織の研究利用に特化した法規制は存在しない。しかしながら、国によ

る統一したルールがないまま胎児組織の研究利用が既成事実化している現状が

あり、批判の声も上がっている。そこで、国内で胎児組織の提供を受けて研究

を実施する過程において、研究者、組織提供に関わる医療機関及び医療従事者、

施設内倫理審査委員会が検討又は遵守すべき事項を明確化することを本研究課

題の目的とした。

2022 年度は、これまでの調査及び議論を踏まえ、胎児組織の研究利用に関す

る原則を抽出したほか、研究者や医療機関、医療従事者、施設内倫理審査委員

会が参照しうる確認事項を含む倫理ガイドラインの素案を作成した。また、国

際幹細胞学会のタスクフォースに参画し、胎児組織の研究利用に関するインフ

ォームド・コンセント基準 ”Informed Consent Standard for Human Fetal Tissue 
Donation for Research” の作成に貢献した他、その日本語翻訳版を作成した。

死体由来組織に関しては、特に近年、遺伝子発現解析等のハイスループット

技術の発展に伴い、死後早期（死後直後～8 時間程度）の組織標本の重要性が

高まっている。海外では、臓器移植や死体解剖の残余組織等から得られる早期

死後組織を研究に用いる取り組みが進められているが、日本においては、臓器

移植法および死体解剖保存法等の関連法規制の解釈ないし運用上の問題がある

ため、実例は限られている。そこで本研究ではこうした法規制上の問題を整理

し倫理的な考察を行うことで、早期死体由来組織の研究利用の可能性を検討す

ることを目指している。
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命倫理学会第 34 回年次大会において公募シンポジウム「生命科学と感染症との

接合及びそのガバナンスに関する検討」の企画・開催を通して公表した。「デ

ュアルユース」とは、科学技術の用途の両義性のことであり、このような取り

組みを通じて、社会において科学技術をどのように取り扱っていくべきかを今

後検討する方向である。

先先端端医医科科学学領領域域ににおおけけるる規規制制やや政政策策ののあありり方方ににつついいててのの研研究究活活動動

医科学研究のルールについては、従来、さまざまな法律や行政指針が策定さ

れてきている。2022 年度においても、ヒト由来試料・情報の取り扱いに関する

行政指針や、再生医療に関する規制・制度について倫理的・法的・社会的観点

から分析を行った。加えて、患者やその家族と共に、治療法の開発を進める患

者・市民参画という取り組みのあり方やその手法について検討した。具体的に

は、眼科疾患の臨床試験を対象に視覚障碍に配慮した説明の方法を当事者と一

緒に検討し、音声による説明補助資料を作成した試みについて論文を発表した

（Takashima et al., 2022）。さらに眼科疾患を対象とした医学研究における患者市

民参画のあり方について患者やその家族との意見交換を行い、課題抽出等更な

る検討を続けている。このような取り組みをもとに、研究に参加される方の権

利が適切に保護され、かつ将来の患者にとって有益な治療法を開発するために

求められる臨床研究のあり方について、研究を進めている。

さらに2022年度には、イスラエルの研究者であるAviad Raz教授（Ben-Gurion 
University of the Negev）と一つの論文を発表した（Raz et al., 2022）。近年、新生

児スクリーニングやマススクリーニング、試料や情報を蓄積・保管・活用する

設備であるバイオバンク等、さまざまな場面においてゲノム情報（全遺伝情報）

を解析・活用することが可能になってきている。これは、ゲノム情報を取り扱

う枠組みが「学術研究」から「学術研究・医療・社会」へと拡大していること

を意味する。本論文では、このような枠組みの移行により、社会においてゲノ

ム情報を容易に取り扱える時代が到来していることから、（将来）社会におけ

るゲノム情報の取り扱い方に関する教育や社会的な対話・議論の必要性を提起

した。

社社会会のの信信頼頼にに基基づづくく再再生生医医療療／／幹幹細細胞胞研研究究のの実実施施体体制制・・支支援援体体制制のの構構築築にに

資資すするる要要素素のの解解明明

再生医療や幹細胞研究を、社会からの十分な信頼を得ながら実施していくた

めには、iPS 細胞や ES 細胞といった幹細胞の作製に必要となる細胞（血液等）

の提供に関し、その提供者の想いに適切に応えられるような形で研究の実施体

制や支援体制の構築に努めていくことが重要と考えられる。
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このような問題意識から、幹細胞研究の実施に必要不可欠な細胞を提供する

「当事者」の立場となり得る人（不妊治療中のカップル）を対象に、「研究利

用や医療応用にあたって、どのような点が心配か、どのような体制があれば提

供してもよいと思うか」といった当事者の気がかりに焦点を当てた意識調査を

実施した。2022 年度は、分析も終盤を迎え、論文執筆をさらに進めた。

この他、学内の生命倫理に関連する研究者らとともにこれまでに開発してき

た「幹細胞研究者のプロフェッショナリズム涵養プログラム」は、研究者に対

して自分が何者で、何のために働いているかを考え、身の内に自身の判断基準

を創る機会を提供するものだったが、この経験を踏まえ私たちは、あらゆる人

にとって人生のより重要な側面、つまり、病や障害とともに生きることになっ

た時でさえも、穏やかに暮らすためには何が必要かについて考えるに至った。

この疑問に対する応答の一つは、iPS 細胞を使って再生医療を含む新たな医療

の選択肢を開発することかもしれないが、一方、倫理的な側面からの応答は、

自分自身の「生きる基軸」を立てることが一つの支えになると考えた。そこで、

研究者等専門職業人のみならず、あらゆる人が自分自身のあるべき人物像

（「生きる基軸」）を立てることの重要性を鑑み、考えるための問い 8 つを検討

し、マンダラチャートとしてまとめた。

本取り組みの内容は、2022 年 6 月に開催された京都大学アカデミックデイに

おいてポスター展示を行うとともに、CiRA プログレスセミナー、CiRA リトリ

ートにおいて進捗状況の報告を行い、研究者、一般市民の方との意見交換の機

会を設けた。
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イイ アアウウトトリリーーチチ活活動動  

当部門では、一般市民の正しい理解の向上や社会との信頼関係を構築するこ

とを目的として、iPS 細胞研究に伴う倫理的・法的・社会的課題についての積

極的な情報発信や幅広い問題提起を行うとともに、市民と対話する機会を設け

ている。2022 年度は、第二期となる中学生を対象とした出前授業を CiRA 国際

広報室の主導のもと協力するとともに、新たな取り組みにもチャレンジした。

以下に具体的な内容を報告する。

１１ 京京都都府府「「未未来来のの担担いい手手育育成成ププロロググララムム」」へへのの協協力力

京都府教育委員会が企画する課題解決型学習「未来の担い手育成プログラム」

への協力は 2021年度までの 3年間で第一期が終了し、2022年度からは、国際広

報室が主導する形で第二期の開始となった。テーマは第一期から継続し「誰も

が安心して iPS 細胞を用いた治療を受けられるようになるために必要なこと」

を設定し、対象中学校は、京都府京田辺市立大住中学校として実施した。過去

2 年間は遠隔による授業であったが、2022 年度は、感染対策を十分に施しなが

ら、対面で授業を実施することができた。国際広報室の和田濵氏の企画・調整

のもと、当部門からは鈴木が協力するとともに、CiRA の他部門からも複数の

スタッフが協力し、総勢 8 名による 2 日間の授業を展開した。

初日は主に、iPS 細胞に関する基本的な理解を促すとともに、どのような研

究や治療法の開発が取り組まれているかを紹介した。2 日目は、iPS 細胞を医療

応用する上での課題について紹介するとともに、各講師が取り組んでいる内容

を織り交ぜながら授業を進行した。講師の専門分野により提供する内容は異な

る形となったが、倫理部門からの参加もあったことで、研究を行うためには研

究者だけでは実現できず、細胞の提供者や治験の被験者等さまざまな関係者が

存在することを知るきっかけを提供することができた。

今回の出前授業の様子は、CiRA のホームページ上で報告・公開された

（https://www.cira.kyoto-u.ac.jp/j/pressrelease/seminar/221004-100000.html）。

２２ ササイイエエンンススカカフフェェ伊伊丹丹へへのの参参加加

当部門の藤田が、第 138回サイエンスカフェ伊丹「考えよう！iPS研究はどこ

までゆるされるの？」（2023 年 3 月 18 日開催）にゲスト講師として参加した。

イベントの前半では、iPS 細胞の特徴や研究に関しての基本的な情報を説明し

たうえで、この技術を用いてヒトの生殖細胞を人工的に作製したりすることに

伴う倫理的課題について話題提供を行った。イベントの後半では、参加者から

の質問に応答しながら、前半で紹介した iPS 細胞研究に関する倫理的課題だけ
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でなく、近年注目されているヒト胚モデル作製研究や 14 日ルールに関しても話

題を広げ、参加者と意見交換を行った。

テレビや新聞等の報道では、iPS 細胞の科学的進展に関して言及される機会

が多い反面で、その倫理的課題まで十分に取り上げられることは少ない。こう

した現状をふまえると、本イベントは一般の方々と倫理的課題を考える貴重な

機会であったと考える。

３３ 「「京京都都大大学学アアカカデデミミッッククデデイイ 」」へへのの出出展展

「京都大学アカデミックデイ」は、市民や研究者、文系、理系を問わず、誰

もが学問の楽しさ・魅力に気付くことができる「対話」の場となることを目的

とし、京都大学における「国民との科学・技術対話」事業の一環として実施さ

れている 1）。2022 年度は 6 月 19 日（日）に京都大学創立 125 周年の記念事業の

一環として実施され、通算 12 回目の開催であった。この中で、「研究者と立ち

話」の企画では、ポスターを前に来場者の皆さんと対話をする貴重な機会とな

ることから、これまでにも複数回出展を行ってきたが、2022 年度は 3 年ぶりに

対面での対話の場ということもあり出展することとした。

具体的には、「人生を穏やかに過ごすために必要なこと」と題し、学内の生

命倫理に関連する研究者らとともにこれまでに制作した漫画冊子「生き逝き手

帖」や生きる基軸を考える「マンダラチャート」を用い、人生の最終章に思い

を巡らせることはむしろ、日々の暮らしの中で自分が何を大事にしているかを

見つめ直すきっかけになることにつながるとの話題提供から、「自分はどうあ

るのがよいか、何をよしとするか、しないか。それはなぜか」について一緒に

考える時間とした。

当日は、100 部用意しておいた印刷物が昼にはなくなってしまうほど多くの

方が足を止めてくださり、高校生からご高齢の方まで幅広い年齢層の方々とお

話をすることができた。来場者からは、「他の展示物は先端医科学の内容が多

い中、このような人文学に関する内容もとても大事ですよね」との声をかけて

いただけ、アンケート結果では「善く生きることを考えるヒントで賞」や「人

生本当は一番大切なことで賞」の賞をいただくことができた。また来場者アン

ケートにおいて、コメント数の多かったポスター上位 10 件が報告書で公表され

ているが、本発表については 4 番目に掲載されており、多くの年代の方に関心

をもっていただくことのできた内容であったことを改めて実感させられた。

1）京都大学アカデミックデイ 2022 報告書．https://research.kyoto-u.ac.jp/wp-
content/uploads/2023/02/Academicday2022_report_2-1.pdf）

- 20 -

イイ アアウウトトリリーーチチ活活動動  

当部門では、一般市民の正しい理解の向上や社会との信頼関係を構築するこ

とを目的として、iPS 細胞研究に伴う倫理的・法的・社会的課題についての積

極的な情報発信や幅広い問題提起を行うとともに、市民と対話する機会を設け

ている。2022 年度は、第二期となる中学生を対象とした出前授業を CiRA 国際

広報室の主導のもと協力するとともに、新たな取り組みにもチャレンジした。

以下に具体的な内容を報告する。

１１ 京京都都府府「「未未来来のの担担いい手手育育成成ププロロググララムム」」へへのの協協力力

京都府教育委員会が企画する課題解決型学習「未来の担い手育成プログラム」

への協力は 2021年度までの 3年間で第一期が終了し、2022年度からは、国際広

報室が主導する形で第二期の開始となった。テーマは第一期から継続し「誰も

が安心して iPS 細胞を用いた治療を受けられるようになるために必要なこと」

を設定し、対象中学校は、京都府京田辺市立大住中学校として実施した。過去

2 年間は遠隔による授業であったが、2022 年度は、感染対策を十分に施しなが

ら、対面で授業を実施することができた。国際広報室の和田濵氏の企画・調整

のもと、当部門からは鈴木が協力するとともに、CiRA の他部門からも複数の

スタッフが協力し、総勢 8 名による 2 日間の授業を展開した。

初日は主に、iPS 細胞に関する基本的な理解を促すとともに、どのような研

究や治療法の開発が取り組まれているかを紹介した。2 日目は、iPS 細胞を医療

応用する上での課題について紹介するとともに、各講師が取り組んでいる内容

を織り交ぜながら授業を進行した。講師の専門分野により提供する内容は異な

る形となったが、倫理部門からの参加もあったことで、研究を行うためには研

究者だけでは実現できず、細胞の提供者や治験の被験者等さまざまな関係者が

存在することを知るきっかけを提供することができた。

今回の出前授業の様子は、CiRA のホームページ上で報告・公開された

（https://www.cira.kyoto-u.ac.jp/j/pressrelease/seminar/221004-100000.html）。

２２ ササイイエエンンススカカフフェェ伊伊丹丹へへのの参参加加

当部門の藤田が、第 138回サイエンスカフェ伊丹「考えよう！iPS研究はどこ

までゆるされるの？」（2023 年 3 月 18 日開催）にゲスト講師として参加した。

イベントの前半では、iPS 細胞の特徴や研究に関しての基本的な情報を説明し

たうえで、この技術を用いてヒトの生殖細胞を人工的に作製したりすることに

伴う倫理的課題について話題提供を行った。イベントの後半では、参加者から

の質問に応答しながら、前半で紹介した iPS 細胞研究に関する倫理的課題だけ
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出展したポスター展示の様子（写真提供：アカデミックデイ 2022）
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ウウ 研研究究倫倫理理支支援援

2022 年度は、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」の

一部改正を踏まえ、各種申請様式や倫理審査委員会手順書を改正したほか、改

正内容の理解向上に資する講演会を企画・運営した。以下に具体的な内容を報

告する。

１１ ににおおけけるる研研究究倫倫理理支支援援体体制制のの強強化化

昨年度に引続き、当部門員から鈴木が倫理グループ員を兼務し、倫理審査委

員会の事務局業務に加え、研究者からの相談対応や、研究倫理講習会の企画・

運営を行い、指針に規定される事項が適切に研究現場に浸透することを目指し

た研究倫理支援の実施に貢献した。

特に 2022 年度は昨年度の指針改正に続き、「個人情報の保護に関する法律等

の一部を改正する法律」等の施行に伴い、指針上の用語の定義やインフォーム

ド・コンセント等の手続の見直しがなされたことから、所内で使用している各

種申請様式を改正するとともに、年に一回実施している倫理講習会では、倫理

グループから指針適用範囲について誤解されやすい事例について紹介し、理解

向上に働きかけるとともに、外部講師として生命医科学分野の規制を専門とす

る弁護士を迎え、専門的な立場から解説していただく機会を企画・運営した。

受講した研究者からは「指針の内容を自己解釈せず、迷ったときには相談する

ことが重要だ。」、「個人情報として定義されるものの範囲が、自分がイメージ

していたものより広いことが分かった。」等の感想が寄せられ、研究者等の理

解向上を促す機会となった。さらに、講習会の内容は後日英語でも提供するこ

ととした。

この他、研究者が使用を希望する市販のヒト由来細胞等について、指針適用

外と判断する際に確認すべき資料や手順を整理し、倫理審査委員会委員長によ

る判断に貢献した。

また、指針において求められている外部への業務委託時の安全管理措置を研

究現場で確実かつ容易に担保するための仕組みの提案を行った。現在の指針に

おいて、研究を外部機関へ業務委託する際には、契約締結による「必要かつ適

切な監督」が求められている。通常の業務委託においては、契約締結が行われ

るため個人情報保護等に関し一定の担保がなされている。一方、少額の業務委

託については、必ずしも契約締結がなされるものばかりではないことから、発

注先業者に対する必要かつ適切な監督の方法に統一した手続がなく研究室ごと

に対応する形となっていた。そこで今回、少額発注等の場合においても、でき

るだけ簡易な方法により委託先の安全管理体制を確認する書類の雛形を整備し、
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提案を行った。これにより、研究現場の負担が軽減することに加え、CiRA と

して統一的な対応ができることが期待される。

また、2022 年度の CiRA リトリートでは、研究支援部門を紹介する機会が設

けられたことから、倫理グループの業務内容や問合せ先について日英の言語で

紹介し、所内研究者からの相談を受けやすくなるように工夫することで、研究

現場のあらゆる研究者等が法令・指針を遵守した上で研究に従事できるよう、

倫理支援内容の充実を図った。

倫理講習会使用したスライドより
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２２ 学学内内外外のの倫倫理理審審査査委委員員会会ににおおけけるる活活動動

CiRA 倫理審査委員会には、当部門から藤田に加え、2022 年度より三成が参

画し、審査における人文・社会学からの有識者として重要な任務を果たしてい

る。

この他、複数の部門員が学外の大学や研究所が設置する研究倫理審査委員会

の委員として任命を受け、ヒト由来試料を用いる研究や再生医療に関する臨床

研究の科学性・倫理性を担保するための重要な任務に貢献している。
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エエ 教教育育・・人人材材育育成成  

生命・医療倫理学は、哲学、法律、社会学、医学、看護学等の多様なバック

グラウンドを持つ研究者で構成される学際的な学問領域である。そのため、自

身の出身領域で同じく生命・医療倫理学に関心を持つ研究者がいない場合、各

研究者は研究スキルや知識の共有、人的ネットワークの構築を行うことが難し

い。また、生命・医療倫理学の領域には、まだ国内の人材も少ないことから、

これらを専門とする一部の研究者に行政や研究機関における諸委員会活動等の

業務や負担が集中する傾向も見られる。こうした状況において、日本では次世

代を担う若手研究者・大学院生の育成が喫緊の課題である。

このため、当部門では、若手研究者・大学院生との勉強会の開催や、共同研

究の実施を通じ、その育成に取り組んでいる。これらの勉強会や共同研究は、

大学院生の調査スキルや論文執筆技術の向上、国際学会での発表トレーニング

にも大きく寄与すると考えている。昨今では、部門員に対し、国内外問わず共

同研究の申し出もあり、iPS 細胞をめぐる生命倫理の国際的な研究・教育拠点

を目指して取り組んできたさまざまな活動が、実を結びつつある。

若若手手研研究究者者・・大大学学院院生生・・学学部部生生向向けけ

① 勉勉強強会会

本勉強会は、部門員の研究発表や国内外の学会に向けた模擬発表、さらに文献

講読等を通じて、互いの研究内容を理解し、部門内での交流や連携を深めるこ

とを目的に開催している。2022 年度は、各自の専門分野や関心、部門内で従事

している研究プロジェクトに関連した研究発表を行った。

開催頻度：不定期

場所： Zoom によるオンライン開催

表：勉強会発表一覧

回 開催日 発表者 発表題目

1 2022 年 
5 月 31 日

奥井剛
生命倫理における生命とは？アーレントの

ビオスとゾーエーを頼りに

2 2022 年

6 月 29 日
橋本茜

配偶子提供に関する実証研究レビューにつ

いて

3 2022 年

7 月 20 日

Aviad Raz  
(ネゲヴ・ベン＝グ

リオン大学 教授)

From DNA sequencing to precision medicine: 
Uncertainty communication in genomic cancer 
care
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4 2022 年 
12 月 20 日

及川正範
文献紹介 Bioethics and law: A developmental 
perspective 

5 2023 年

3 月 28 日
鈴木美香

人生を穏やかに過ごすために必要なことっ

て何だろう

②② 講講演演会会

昨年度に引き続き、ヒト生物学高等研究拠点（WPI-ASHBi）との共催で、定

期的に生命倫理講演会を企画・実施した。哲学・倫理学の範囲は多岐にわたる

が、2022 年度は特に、ヒト胎児組織や献体の研究利用に関して、国内のみなら

ず海外における研究動向に関するテーマを選定するとともに、これ以外のテー

マに関しても海外研究者の講演を聴く機会を積極的に設けた。また昨年度に続

き、西田幾多郎の哲学を深める機会も設けた。

 
開催頻度：1～2 か月に 1 回、講演 60 分、質疑応答 30 分

場所：京都大学 iPS 細胞研究所ほか（Zoom によるオンライン開催）

表：CiRA・ASHBi 生命倫理講演会一覧

回
開催日 発表者 所属

テーマ

1

2022 年

6 月 22 日
由井秀樹 山梨大学大学院総合研究部医学域 特任助教

日本の文脈における胎児組織研究の争点

2

2022 年

12 月 5 日
Megan 
Munsie

Professor, Melbourne Medical School, University 
of Melbourne Group leader, Murdoch Children’s 
Research Institute

Modelling early human development using stem cells: Exploring regulatory 
considerations and anticipating societal response

3

2022 年

12 月 8 日
Julian 
Savulescu Professor, National University of Singapore

Expected harm: A translational pathway for reproductive genome editing

4
2022 年

12 月 8 日
Christopher 
Gyngell

Senior Lecturer, The University of Melbourne 
Team Leader, Murdoch Children’s Research 
Institute
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回
開催日 発表者 所属

テーマ

The ethics of polygenic genome editing

5

2023 年

1 月 25 日
香西豊子 佛教大学 教授

日本における人体の医学利用―歴史と現状 ―

6

2023 年

2 月 22 日
野家啓一 東北大学 名誉教授

生命倫理講演会 「西田幾多郎の生命論」

7

2023 年

2 月 24 日
Brett J. 
Kagan Chief Scientific Officer, Cortical Labs Pty Ltd

Culturing intelligence: Potential applications & ethical implications of biological 
neurons embodied in simulated worlds

２２ 研研究究者者・・専専門門家家向向けけ

生生命命倫倫理理教教育育ププロロググララムム（（臨臨床床倫倫理理学学入入門門ココーースス・・応応用用ココーースス））のの開開発発

児玉聡准教授（京都大学大学院文学研究科）を代表とする学内の生命倫理に

関連する研究者らとともに、「生命倫理教育プログラム」の開発に参画した。

本プログラムは、臨床現場で起こる倫理的な問題について、臨床倫理に関する

倫理的・法的な基礎知識を身に付けたうえで、実践的な対応策を立てることが

できるようになることを目標としている。2022 年度は、臨床倫理学入門コース

のみを実施したが、昨年度の遠隔実施の経験を踏まえ、全国どこからでも参加

できる遠隔実施のメリットと、現地で議論できる利点がある現地参加による実

施の両者を兼ね備えた「ハイブリッド形式」を初めて試みた。

具体的には、初日である 8 月 19 日に 2 時間ほどかけてライブ授業によりオリ

エンテーションを実施し、自己紹介、当該コースの目的や使用する事例（模擬

ケース）について共有した。その後、2 回目の 9 月 10 日までの間に、受講者は

各自のペースでオンデマンド授業にて議論に必要となる基礎的な知識を習得し

た。9 月 10 日は、参加者 59 名を対象に、遠隔によるライブ授業（36 名）と、

対面による現地参加（23 名）によるハイブリッド形式にて、終日かけて 2 つの

事例を扱い、主にグループディスカッションとその後の解説を通じて、臨床倫

理コンサルテーションの基礎について学ぶ機会を提供した。
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ハイブリッド形式による実施は初めての試みだったが、無事に終了すること

ができ、講師・参加者双方にとってそれぞれメリットがあると感じられたため、

今後も活用する価値があると思われた。
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7
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ににおおけけるる各各種種取取りり組組みみへへのの参参画画

CiRA では、ニュースレターの発行等を通じて、広く一般の方を対象とした

CiRA の取り組みや最先端の研究等に関する情報発信に努めている。また、

CiRA 内での研究活動をさらに充実・活性化させる観点から、セミナーやリト

リート等の活動も行っている。以下は、これらの取り組みにおける当部門の主

な活動である。

  

アア 「「倫倫理理のの窓窓かからら」」

CiRA では、年 4 回機関誌として「CiRA Newsletter」を発行し、冊子による配

布及びホームページ上での配信を行っている。この中で、2013 度よりコラム欄

が設けられ、当部門メンバーが連載を行い、一般市民が生命倫理について考え

るきっかけとなるさまざまな話題を提供している。2022 年度は、藤田、三成、

高嶋、奥井が執筆した（巻末資料参照）。

イイ リリトトリリーートト

CiRAでは、毎年 1回、他の所員との交流や研究に関する意見交換を目的とし

て、リトリートを開催している。2022 年度（2023 年 2 月 1 日〜2 日）は、昨年

に引き続きオンライン形式を中心としながらも、ポスター発表等の一部プログ

ラムは対面形式で開催された。

当部門からは、鈴木、赤塚、高嶋、Gaydarskaが参加した。各々が現在取り組

んでいる研究についてポスター発表を行い（タイトルは次ページの表を参照）、

参加者と議論を交わした。
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表：CiRA リトリートでの発表一覧

発表者 タイトル / 内容

鈴木美香
Establishing a basis for living－through university-based
trial－

2015 年のプログレスセミナーで紹介した「幹細胞研究者のプロフェッショナ

リズム涵養プログラム」の開発では、研究者に対して自分が何者で、何のた

めに働いているかを考え、身の内に自身の判断基準を創る機会を提供するも

のだった。その後、私たちは、人生のより重要な側面、つまり、病や障害と

ともに生きることになった時でさえも、穏やかに暮らすためには何が必要か

について考えるに至った。この疑問に対する応答の一つは、iPS 細胞を使っ

て再生医療を含む新たな医療の選択肢を開発することかもしれない。一方、

倫理的な側面からの応答は、自分自身の「生きる基軸」を立てることかもし

れない。本ポスター発表では、学部生が「生きる基軸」について考えるきっ

かけを提供したパイロット事例について紹介した。

赤塚京子
A summary of ethical debates regarding the research use of 
fetal tissue.

1970 年代から近年にかけての生命科学研究の進展に伴い、胎児組織の研究利

用をめぐる倫理議論がどのように変遷してきたのかについて整理した内容を

発表した。

高嶋佳代
Learning to listen: Considering an effective informed 
consent process with individuals with visual impairment.

眼科疾患の臨床試験に参加を検討する研究対象者候補の方に向けたより適切

なインフォームドコンセントのあり方を検討し、視覚障碍を持つ市民の方や

その他の専門家らとともに音声補助資料を作成した試みについて発表した。

Hristina Gaydarska Increasing social value of return of result: How to bridge 
the gap between research and clinical care?

In the future, research on iPS cells may identify genetic findings (such as DNA-
related mutations) and non-genetic findings (such as adverse reactions to drugs) that 
would be of interest to the donor. This project attempts to emphasize the evaluation of 
the social benefits and risks in considering the value of the "return of results" (RoR) 
and the communication of unexpected findings.
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ウウ ププロロググレレスス・・セセミミナナーー

CiRA では、最新の研究成果を研究室毎に発表し、広く情報を共有するとと

もに、討議を介して研究の一層の推進を図ることを目的として、毎週、プログ

レス・セミナー（英語での進捗報告会）を開催している。本セミナーは、生命

科学の研究者から多面的な意見が得られる等の研究発展の有意義な機会である

とともに、研究成果の国際的な発信を視野に入れた英語でのプレゼンテーショ

ンスキルの強化にも資するものとなっている。

2022 年度は当部門より、藤田、三成、鈴木、赤塚、及川、奥井が発表を行っ

た。（高嶋の発表予定日が CiRA リトリートと重なり次年度へ延期）

表：CiRA プログレス・セミナー発表一覧

開催日 / 発表者 タイトル / 内容

2022 年 9 月 1 日

藤田みさお
Formulation of guidelines for fetal tissue research

現在、ヒトの発生や遺伝・感染症等の基礎研究、治療法の開発に胎児組織を

用いるニーズが高まっている。だが、組織の入手には、中絶を行う女性の身

体的・精神的負担への配慮や中絶胎児の丁重な取り扱いが求められる。にも

かかわらず、日本には胎児組織研究を禁止する規制も、許可する規制も存在

しない。そこで、胎児組織研究に関するガイドラインを作成し、その基礎と

なる学術報告をまとめることにした。本発表では、日本で胎児組織研究を行

う際に考慮すべき 3 点―男性ドナーからの同意取得の可能性、12 週未満の胎

児の取り扱い、胞衣条例の確認―を中心に論じた。

2022 年 9 月 22 日  
赤塚京子

Ethical debates on fetal tissue research

胎児組織の研究利用に関する倫理議論について行った文献レビューの結果を

発表した。レビューにあたって、どのような倫理的問題が議論されてきたの

か、また、胎児や胎児組織の研究利用はどのように正当化され、反対されて

きたのか、ということに着目した。本発表では、1975 年前後と 1988 年から

93 年にかけて胎児組織の研究利用について倫理議論が活発化したことを指摘

するとともに、各時期における議論の要点をまとめ、今後の議論への示唆に

ついて言及した。

2022 年 10 月 13 日

及川正範
Research use of fresh postmortem tissue: Legitimacy of 
stakeholder engagement

死体由来組織の早期（死後直後～8 時間程度）研究利用に関する施設内プラ

ットフォームの構築及び倫理指針の策定に向けて、研究者、医療従事者、解

剖スタッフ、患者、患者家族（遺族）、一般市民等に対するステークホルダ
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ー・エンゲージメント（SE）について取り上げた。特に、病理解剖由来の組

織の早期研究利用の枠組みにおける SE の役割及びその正統性に焦点を当て

て発表した。

2022 年 12 月 15 日

鈴木美香

Establishing a basis for living －through university-based
trial－

2015 年のプログレスセミナーで紹介した「幹細胞研究者のプロフェッショナ

リズム涵養プログラム」の開発では、研究者に対して自分が何者で、何のた

めに働いているかを考え、身の内に自身の判断基準を創る機会を提供するも

のだった。その後、私たちは、人生のより重要な側面、つまり、病や障害と

ともに生きることになった時でさえも、穏やかに暮らすためには何が必要か

について考えるに至った。この疑問に対する応答の一つは、iPS 細胞を使っ

て再生医療を含む新たな医療の選択肢を開発することかもしれない。一方、

倫理的な側面からの応答は、自分自身の「生きる基軸」を立てることかもし

れない。本発表では、学部生が「生きる基軸」について考えるきっかけを提

供したパイロット事例について紹介した。

2023 年 1 月 12 日

三成寿作
Reflections on the ethical, legal, and social implications (ELSI) 
of genome-related technologies

ゲノム研究や再生医療といった先端医科学研究は近年目覚ましく進展してい

る。このような研究が適切に発展していくためには、先端医科学研究に関連

する倫理的・法的側面について検討を深めていく必要がある。本発表では、

ゲノム研究や幹細胞研究、感染症研究等を主たる対象とし、過去５年間の研

究成果を紹介した後、ゲノム編集技術の規制を取り巻く主要論点を提示し

た。ゲノム編集技術の規制における主要課題としては、通時的観点からの関

連規制の最適化への取り組みの不十分性を提示した。

2023 年 1 月 19 日

奥井剛
Ethics and regulations concerning the research use of fresh 
postmortem tissue

近年の遺伝子解析技術の進歩に伴い、死後まもなく採取される組織（早期死

後組織）の研究利用の重要性が再認識されている。こうした研究で高品質な

データを確保するためには、死後数時間以内に剖検を行い、採取した組織の

RNA や DNA の構造が劣化する前に解析することが必要となる。早期死後組

織の研究利用に関する規制的、倫理的課題の検討、さらには倫理指針の提案

およびプラットフォーム構築を目的として、われわれは昨年度、形成的研究

プロジェクトを開始した。その実例として、北米を中心に展開されている迅

速解剖の取り組みに着目し、文献調査やインタビュー調査を実施した。本発

表では経過報告を行い、特にインフォームド・コンセント、ステークホルダ

ーの関与、死の哲学に関する主要な考察を紹介しながら、2022 年度の進捗に

ついて報告した。
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研研究究・・教教育育実実績績等等一一覧覧

アア 研研究究業業績績
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令和 4 年度 特定領域研究助成 公益財団法人 セコム科学技術振興財団． 

三成寿作．公的研究資金配分を介した社会技術研究プロジェクトのあり方に関

する調査研究．令和 2 年度上期 科学技術調査研究助成 一般財団法人 新技

術振興渡辺記念会．

三成寿作．パブリックエンゲージメントと生命倫理の融合に関する日英共同研

究．［研究課題番号 19KK00002］令和元-4 年度 科学研究費補助金 国際共同

研究加速基金（国際共同研究強化(B)）．

三成寿作．ゲノムデザイン時代の生命倫理に関する研究．［研究課題番号

19K21566］令和元-3 年度 科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）．
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高嶋佳代．iPS 細胞由来角膜上皮細胞シートの first-in-human 臨床研究．再生医

療実用化研究事業 令和元-3 年度 国立研究開発法人 日本医療研究開発機構．

研究代表者 西田幸二（大阪大学）．

高嶋佳代．再生医療の臨床試験デザインにおける科学性と倫理性の再考．令和

2 年度（第 52 回）倉田奨励金 公益財団法人 日立財団．

高嶋佳代．細胞の人為的改変に対する制度論と印象論の接合．［研究課題番号

21H03163］令和 3-6 年度 科学研究費補助金 基盤研究(B)．研究代表者 三成

寿作（京都大学）．

高嶋佳代．再生医療の臨床試験デザインにおける倫理的課題：研究対象者の権

利保護の観点から．［研究課題番号 22K00031］令和 4-7 年度 科学研究費補助

金 基盤研究(C)．

高嶋佳代．ゲノム医療の実現に向けたバイオバンクをめぐる倫理的・法的・社

会的課題に関する研究［研究課題番号 120228404］令和 4-5年度 二国間交流事

業（共同研究）．研究代表者 三成寿作（京都大学）

及川正範．The research use of fresh postmortem tissues: From a regulatory and ethical 
perspective. FY2021-2023 ASHBi Fusion Research Grant.

奥井剛．テクノロジー時代の人間の条件－アーレント思想の応用可能性．［研

究課題番号 21K00042］令和 3-5年度 科学研究費補助金 基盤研究(C)．研究代

表者 木村史人（立正大学）．

奥井剛．The research use of fresh postmortem tissues: From a regulatory and ethical 
perspective. FY2021-2023 ASHBi Fusion Research Grant.

− 42 −



- 43 - 

海海外外出出張張

三成寿作

Cell Symposium: Viruses in health and disease に参加。Spain. March 17-23, 2023. ヒ
トウイルス研究についての発表・意見交換。

The Francis Crick Institute 等訪問。UK. March 3-10, 2023. ヒトゲノム編集技術

についての情報収集、意見交換。

The Maccabi Health Fund 等に訪問。September 28 - October 7, 2022 Israel.ヒトゲ

ノム研究についての発表、情報収集、意見交換。

高嶋佳代

The Maccabi Health Fund 等に訪問。September 28 - October 7, 2022 Israel.ヒトゲ

ノム研究についての発表、情報収集、意見交換。

及川 正範

Weill Cornell Medicine, Memorial Sloan Kettering Cancer Center, Duke University, 
National Institute of Health を訪問。USA, March 2-10, 2023. ASHBi 融合研究プロ

ジェクトにおける迅速解剖プログラムについての聞き取り調査、情報収集、

意見交換。

奥井 剛

Weill Cornell Medicine, Memorial Sloan Kettering Cancer Center, Duke University, 
National Institute of Health を訪問。USA, March 2-10, 2023. ASHBi 融合研究プロ

ジェクトにおける迅速解剖プログラムについての聞き取り調査、情報収集、

意見交換。

イイ 社社会会貢貢献献

学学会会ににおおけけるる活活動動

藤藤田田みみささおお

International Society for Stem Cell Research, Ethics Committee, Member
 
日本生命倫理学会 評議員

 
高高嶋嶋佳佳代代

日本生命倫理学会 総務委員

- 42 -
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療実用化研究事業 令和元-3 年度 国立研究開発法人 日本医療研究開発機構．

研究代表者 西田幸二（大阪大学）．
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高嶋佳代．ゲノム医療の実現に向けたバイオバンクをめぐる倫理的・法的・社

会的課題に関する研究［研究課題番号 120228404］令和 4-5年度 二国間交流事

業（共同研究）．研究代表者 三成寿作（京都大学）

及川正範．The research use of fresh postmortem tissues: From a regulatory and ethical 
perspective. FY2021-2023 ASHBi Fusion Research Grant.

奥井剛．テクノロジー時代の人間の条件－アーレント思想の応用可能性．［研

究課題番号 21K00042］令和 3-5年度 科学研究費補助金 基盤研究(C)．研究代

表者 木村史人（立正大学）．

奥井剛．The research use of fresh postmortem tissues: From a regulatory and ethical 
perspective. FY2021-2023 ASHBi Fusion Research Grant.
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日本再生医療学会再生医療資格認定講習会 講師

社社会会活活動動

藤藤田田みみささおお

International Bioethics Committee, UNESCO Member

内閣府総合科学技術・イノベーション会議 生命倫理専門調査会 委員

日本ユネスコ国内委員会 科学小委員会 委員

ゲノム医療実現バイオバンク利活用プログラム事業 アドバイザリーボード

委員

東京大学医学部 非常勤講師

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 非常勤講師

静岡社会健康医学大学院大学 非常勤講師

三三成成寿寿作作

文部科学省 科学技術・学術審議会生命倫理安全部会 委員

東北大学東北メディカル・メガバンク機構 倫理委員会 委員

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED） ゲノム医療実現推進プ

ラットフォーム事業（先端ゲノム研究開発） プログラム・オフィサー

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED） 新興感染症 ELSI 対策 
プログラム・オフィサー

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST） 社会技術研究開発センター 俯
瞰・戦略ユニット「ゲノム倫理」研究会研究会 会員

大阪済生会野江看護専門学校 非常勤講師

京都産業大学 非常勤講師
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大阪大学大学院医学系研究科 非常勤講師

宮崎大学 非常勤講師

株式会社シード・プランニング 調査アドバイザー

鈴鈴木木美美香香

GE2P2 Gloal Foundation Fellow

足立病院倫理委員会（ヒト ES 細胞の樹立及び使用に関するもの）委員

山口大学特定認定再生医療等委員会 委員

山口大学認定再生医療等委員会 委員

立命館大学生命科学部 非常勤講師

京都医療科学大学 非常勤講師

赤赤塚塚京京子子

摂南大学 非常勤講師

愛媛県立医療技術大学 非常勤講師

高高嶋嶋佳佳代代

岡山大学特定認定再生医療等委員会 委員

京都府立医科大学特定認定再生医療等委員会 委員

東北大学東北臨床研究審査委員会 委員

国立研究開発法人産業技術総合研究所 生命倫理委員会ヒト由来試料実験部

会 委員

神戸市立神戸アイセンター病院研究倫理審査委員会 副委員長

東京都健康長寿医療センター認定再生医療等委員会 委員
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日本再生医療学会再生医療資格認定講習会 講師

社社会会活活動動
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東京大学医学部 非常勤講師

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 非常勤講師

静岡社会健康医学大学院大学 非常勤講師

三三成成寿寿作作

文部科学省 科学技術・学術審議会生命倫理安全部会 委員

東北大学東北メディカル・メガバンク機構 倫理委員会 委員

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED） ゲノム医療実現推進プ

ラットフォーム事業（先端ゲノム研究開発） プログラム・オフィサー

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED） 新興感染症 ELSI 対策 
プログラム・オフィサー

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST） 社会技術研究開発センター 俯
瞰・戦略ユニット「ゲノム倫理」研究会研究会 会員

大阪済生会野江看護専門学校 非常勤講師

京都産業大学 非常勤講師
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京都民医連中央病院倫理委員会 委員

令和 4 年度 厚生労働省委託事業 模擬審査検討班 認定再生医療等委員会にお

ける審査の質向上事業委員会 委員

令和 4 年度 厚生労働省委託事業 認定臨床研究審査委員会 評価指標調査業

務における有識者委員会 委員

静岡市立清水看護専門学校 非常勤講師

及及川川正正範範

京都産業大学 非常勤講師

学学内内ににおおけけるる活活動動

藤藤田田みみささおお

京都大学 CiRA 倫理審査委員会 委員

京都大学 CiRA 相談室 相談員

三三成成寿寿作作

京都大学医生物学研究所医の倫理委員会 委員

京都大学 CiRA 動物実験委員会 委員

鈴鈴木木美美香香

京都大学 CiRA 倫理審査委員会事務局 メンバー

京大オリジナル㈱／京都大学大学院文学研究科応用哲学・倫理学教育セン

ター「臨床倫理学入門コース」 ファシリテーター
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ウウ 教教育育・・講講演演活活動動

京京都都大大学学（（学学部部））ででのの講講義義

藤藤田田みみささおお

2023 年 1 月 6 日

統合科学「生命と社会」

『再生医療の倫理』

2022 年 12 月 16 日

統合科学「生命と社会」

『iPS 細胞研究の倫理』

三三成成寿寿作作

2023 年 1 月 23 日

統合科学「生命と社会」

『総合討論』

2023 年 1 月 10 日

統合科学「生命と社会」

『ELSI とゲノム編集技術』

2022 年 12 月 26 日

統合科学「生命と社会」

『Genome research and its ethical, legal and social implications: Return of individual 
genomic research results』

京京都都大大学学大大学学院院ででのの講講義義

該当なし
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京都民医連中央病院倫理委員会 委員

令和 4 年度 厚生労働省委託事業 模擬審査検討班 認定再生医療等委員会にお

ける審査の質向上事業委員会 委員

令和 4 年度 厚生労働省委託事業 認定臨床研究審査委員会 評価指標調査業

務における有識者委員会 委員

静岡市立清水看護専門学校 非常勤講師

及及川川正正範範

京都産業大学 非常勤講師

学学内内ににおおけけるる活活動動

藤藤田田みみささおお

京都大学 CiRA 倫理審査委員会 委員

京都大学 CiRA 相談室 相談員

三三成成寿寿作作

京都大学医生物学研究所医の倫理委員会 委員

京都大学 CiRA 動物実験委員会 委員

鈴鈴木木美美香香

京都大学 CiRA 倫理審査委員会事務局 メンバー

京大オリジナル㈱／京都大学大学院文学研究科応用哲学・倫理学教育セン

ター「臨床倫理学入門コース」 ファシリテーター
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他他大大学学等等ででのの講講義義

藤藤田田みみささおお

2022 年 11 月 2 日

長崎大学大学院医歯薬学総合研究所

「文化人類学」

“The ethics of iPS cell research”

2022 年 7 月 21 日

静岡社会健康医学大学院大学

「社会健康医学倫理概論」『研究倫理』

「社会健康医学倫理特論」『治療との誤解』

2022 年 6 月 18 日

静岡社会健康医学大学院大学

「社会健康医学倫理概論」『医療倫理の四原則』

2022 年 6 月 11 日

静岡社会健康医学大学院大学

「社会健康医学倫理概論」『社会健康医学の倫理』

「社会健康医学倫理特論」『iPS 細胞研究の倫理』

三三成成寿寿作作

2023 年 1 月 21 日

大阪大学大学院医学系研究科医の倫理と公共政策学

医療政策学・医学政策学

『難病・希少疾患における政策経緯』

『ゲノム研究・医療に関する政策動向』

2022 年 10 月 29 日

神奈川県立保健福祉大学「ヘルスイノベーションにおける RRI」
“Genome research and its ethical, legal and social implications:
Return of individual genomic research results”（web）

2022 年 7 月 29 日

宮崎大学医学部

生命科学研究の倫理基礎論 先端医療研究の倫理と政策②

『バイオサイエンス関連の政策形成における倫理的議論の実際』
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鈴鈴木木美美香香

2023 年 2 月 12 日

兵庫県立姫路東高等学校

「第 2 回 Girl’s Expo with Science Ethics」における生徒研究発表の助言指

導

2022 年 6 月 15 日

兵庫県立姫路東高等学校

令和 4 年度兵庫県立姫路東高等学校 SSH
アラカルト講座／保護者向け講演会

『よい研究の条件って何だろう』／『「いい人生ってなんだろう」を一緒

に考えてみませんか？』

赤赤塚塚京京子子

2022 年 12 月 6 日

阪南大学「教養総合講座 b」
『考えよう！iPS 細胞の倫理』

2022 年 11 月 29 日

阪南大学「教養総合講座 b」
『iPS 細胞を知っていますか』

招招待待講講演演等等

藤藤田田みみささおお

April 27, 2022
EMBO/The Company of Biologists Workshop
Molecular mechanisms of developmental and regenerative biology
“Ethical and regulatory issues in developmental biology”(web)

2023 年 3 月 29 日

CiRA メディア勉強会×第 33 回 CiRA カフェ

『再生医療の現状と注意点』

2023 年 3 月 18 日

第 138 回サイエンスカフェ伊丹

『考えよう！iPS 研究はどこまでゆるされるの？』
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他他大大学学等等ででのの講講義義

藤藤田田みみささおお
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神奈川県立保健福祉大学「ヘルスイノベーションにおける RRI」
“Genome research and its ethical, legal and social implications:
Return of individual genomic research results”（web）

2022 年 7 月 29 日

宮崎大学医学部

生命科学研究の倫理基礎論 先端医療研究の倫理と政策②

『バイオサイエンス関連の政策形成における倫理的議論の実際』
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2023 年 2 月 13 日

日本学術会議 移植・再生医療分科会（第 25 期・第 8 回）

『自由診療による再生医療の倫理的課題』

2022 年 11 月 21 日

京都大学 iPS 細胞研究所

ヒト ES 細胞倫理研修会

『ヒト発生生物学に関する倫理の動向』（web）

2022 年 8 月 27 日

日本学術会議公開シンポジウム

「神経科学領域の倫理的課題」

パネリストとして登壇（web）

2022 年 7 月 14 日

慶應義塾大学医学部

ヒト胚性幹細胞・ヒト iPS 細胞・ヒト組織幹細胞に関する生命倫理委員会

「生殖細胞・生殖系列に関する生命倫理セミナー」

『ヒト発生生物学に関する倫理の動向』（web）

三三成成寿寿作作

October 2, 2022
The Maccabi Health Fund
“The international landscape of research governance on biobanks”

August 22, 2022
Yonsei University
International Conference 2022: IoMT, Healthcare AI and ELSI
“A Japanese perspective for the promotion of mHealth”(web)

2022 年 9 月 9 日

JST-RISTEX「ゲノム倫理」研究会サロン 2022
『先端生命科学、先端医科学の規制、規律について』

2022 年 8 月 21 日

京都芸術大学アート・コミュニケーション研究センター

VTC/VTS 日本上陸 30 周年記念フォーラム 2022
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「対話型鑑賞のこれまでとこれから」

『科学・医療と対話型鑑賞：科学技術と社会とのゆるやかな接続に向け

て』

鈴鈴木木美美香香

2022 年 9 月 9 日、14 日

京田辺市立大住中学校

京都府教育委員会「未来の担い手育成プログラム」

『iPS 細胞ってなに？』

『iPS 細胞を使った治療を安心して受けるためには？』

2022 年 6 月 28 日

下鴨社会福祉協議会

下鴨南サロン

『「生き逝き手帖」で考える人生設計』

2022 年 5 月 19 日

京大データヘルス研究会

第 60 回京大データヘルス研究会

『先端技術と社会：研究者/開発者の役割・市民の役割』(web)

高高嶋嶋佳佳代代

2023 年 3 月 25 日

第 22 回日本再生医療学会総会 市民公開講座

『みんなで考える幹細胞研究 「生命の萌芽」のこれまでとこれから』

2023 年 2 月 25 日

一般社団法人日本病院薬剤師会

第 25 回 CRC 養成フォローアップ研修会

『 CRC の役割と研究協力者として必要な倫理的態度』（Web）

2023 年 2 月 5 日

認定再生医療等委員会における審査の質向上事業

第 6 回認定再生医療等委員会教育研修会

『委員会における審査の在り方について』（パネルディスカッション）

（Web）
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2023 年 1 月 23 日

順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床研究・治験センター

令和 4 年度治験・倫理審査委員会委員研修

『被験者保護について改めて考える』(web)

2022 年 11 月 19 日

岡山大学病院

岡山大学特定認定再生医療等委員会委員研修

『臨床試験と患者市民参画』 (web)

2022 年 10 月 19 日

静岡県立静岡がんセンター

臨床研究研修会

『CRC とともに考える倫理的配慮』 (web)

2022 年 6 月 2 日

静岡県立静岡がんセンター

臨床研究研修会

『臨床研究における患者・市民参画について』 (web)

2022 年 5 月 13 日～31 日

日本再生医療学会

第 9 回再生医療資格認定講習会

『再生医療における倫理』(web)

Hristina Gaydarska
November 10, 2022
World Trade Organization（WTO）

Background Paper Workshop GVC Development Report 2023
The US-China trade war and its impacts on the supply chains of the American Auto 
Industry (web)
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エエ ママススココミミ記記事事等等

新新聞聞

2023 年 3 月 7 日 日経産業新聞

【再生医療の自由診療、「安全性や有効性の根拠不足」】

2023 年 3 月 6 日 日経産業新聞

【安全・有効性の根拠不足】

2023 年 3 月 3 日 読売新聞

【根拠不明の治療 なお相次ぐ】

2022 年 10 月 26 日 朝日新聞

【再生医療 未確立な「治療」多く】

2022 年 10 月 26 日 日経産業新聞

【再生医療、説明文書の情報不十分か】

2022 年 10 月 19 日 毎日新聞（東京朝刊）

【細胞の投与方法、文書 4 割未記載 再生医療、患者向け】

2022 年 7 月 28 日 朝日新聞

【再生医療 ゆがんだ審査】

2022 年 7 月 22 日 毎日新聞

【再生医療の治療計画、作成支援し承認にも関与 ずさん審査の実態】

そそのの他他記記事事

2022 年 12 月 26 日

『Newton(ニュートン) 2023 年 2 月号』

「生殖医療の未来 – 今、議論するべき生命倫理の課題とは？」を監修

出版社 ニュートンプレス

2022 年 9 月 13 日 糖尿病リソースガイド

【糖尿病の「再生医療・幹細胞治療」を自由診療で提供 安全性・有効性に

疑問 構造的課題を指摘】
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2022 年 9 月 6 日 大学ジャーナル

【治療として提供される再生医療の安全性、有効性を京都大学が問題提起】

2022 年 9 月 5 日 QLifePro 医療 NEWS
【安全性や有効性が疑われる幹細胞治療、日本の患者への提供実態を調査-
CiRA ほか】

2022 年 9 月 2 日 NHK NEWS WEB（関西）

【細胞投与の治療 4 割余で安全性に関わる基本情報書かれず】
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巻巻末末資資料料

CiRA Newsletter 「倫理の窓から」

2022 年 4 月 21 日 CiRA Newsletter Vol.49 p.7 高嶋佳代
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2022 年 7 月 19 日 CiRA Newsletter Vol.50 p.10 奥井剛
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2022 年 10 月 24 日 CiRA Newsletter Vol.51 p.10 藤田みさお2022 年 7 月 19 日 CiRA Newsletter Vol.50 p.10 奥井剛
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2023 年 1 月 19 日 CiRA Newsletter Vol.52 p.10 三成寿作
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